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「競
勢
酔
虎
伝
　
伊
場
七
郎
」

大
蘇
芳
年
画
、
転
々
堂
主
人

（高
畠
藍
泉
）
記
。
（沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
）

片
腕
を
失
い
な
が
ら
も
奮
戦
す
る
箱
根
戦
争
で
の
伊
庭
八
郎
を
描
い
た
も
の
。

「相
州
函
根
の
湯
本
に
続
き
小
地
獄
の
名
も
因
ミ
あ
る
修
羅
の
巻
の
殿
た
り
。
只
単
身

に
し
て
大
軍
を
討
な
び
か
せ
し
勢
ひ
ハ
ニ
子
蔵
に
こ
と
な
ら
ず
険
阻
を
つ
た
ふ
深
入

に
右
の
腕
を
切
お
と
さ
れ
し
が
弓
手
に
剣
を
持
か
へ
て
傷
手
に
屈
せ
ぬ
働
き
ハ
鬼
か

人
か
と
怪
ま
る
。
土
俗
此
地
を
伊
場
坂
と
称
へ
て
末
世
の
亀
鑑
と
せ
り
」
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一蕪

州
の
戸
主
人
編
述

「実
説
摘
要

峯
の
浮
雲
」

遊
撃
隊
を
率
い
官
軍
を
相
手
に
箱
根
・

箱
館
で
大
暴
れ
し
た
旧
幕
臣
の
剣
豪
伊

庭
八
郎
は
、
当
時
す
で
に
浮
世
絵
の
題

材
に
な
っ
た
ほ
か

（表
紙
の
写
真
）、
そ

の
後
も
現
在
に
い
た
る
ま
で
小
説
や
時

代
劇
に
登
場
す
る
存
在
で
あ
る
。
池
波

正
太
郎
の

『幕
末
遊
撃
隊
』
や
中
村
彰

彦
の

『
遊
撃
隊
始
末
』
と
い
っ
た
作
品

で
は
、
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
。
新
選

組
の
土
方
歳
三

。
沖
田
総
司
ら
と
同
様
、

女
性
フ
ア
ン
が
多
い
幕
末
の
ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
る
。

彼
は
、
挙
兵
後
、
甲
州
で
説
論
さ
れ
、

慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
五
月
の
十
数

日
間
、
沼
津
で
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
。

宿
舎
と
な

っ
た
沼
津
在

・
上
香
貫
村
の

霊
山
寺
に
は
、
伊
庭
と
人
見
寧

（勝
太

郎
）
が
率

い
る
遊
撃
隊
と
、
志
を
同
じ

く
し
行
動
を
共
に
し
た
上
総
請
西
藩
主

林
忠
崇

（昌
之
助
）
と
そ
の
家
臣
、
脱

藩
し
同
志
と
な

っ
た
岡
崎

・
前
橋

・
勝

山

・
館
山

・
飯
野
の
諸
藩
士
、
脱
走
し

た
駿
府
勤
番
組
の
旧
幕
臣
ら
、
二
百
数

十
名
が
滞
在
し
た
。

結
局
、
彼
ら
は

一
旦
は
同
意
し
た
謹

慎
を
破
り
、
再
度
抗
戦
を
開
始
し
、
東

へ
向
か
い
箱
根
で
戦
争
を
起
こ
す
こ
と

に
な
る
。
五
月
十
九
日
、
遊
撃
隊
は
、
「行

が
け
の
駄
賃
」
（三
浦
徹

「続
恥
か
記
」

『
明
治
学
院
史
資
料
集
　
第
九
集
』）
と

ば
か
り
、
沼
津
宿
本
町
の
旅
館
肴
屋
に

滞
陣
中
の
官
軍
軍
監

（大
村
藩
士
和
田

ヽ

藤
之
助
）
を
襲
撃
し
た
。
そ
の
後
、
箱

根
戦
争
に
破
れ
た
遊
撃
隊
が
、
や
が
て

旧
幕
府
軍
艦
で
蝦
夷
地
を
目
指
し
、
五

稜
郭
で
最
後
の
抵
抗
を
試
み
る
ま
で
の

経
過
は
、
諸
書
に
譲
り
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
参
考
ま
で
に
、

決
し
て
目
新
し
い
内
容
を
合
ん
で
い
る

と
は
い
え
な
い
が
、
明
治
期
の
静
岡
の

地
方
紙
に
連
載
さ
れ
た
、
箱
根
戦
争
に

関
す
る
記
事
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
ま

ず
は
沼
津
で
の
官
軍
軍
監
襲
撃
事
件
を

記
述
し
た
部
分
で
あ
る
。

（前
略
）

一
同
は
こ
ゝ
よ
り
駿
河

ヘ

送
ら
れ
て
沼
津
の
領
主
水
野
藩

へ
預

け
ら
れ
し
が
同
藩
に
て
は
之
を
香
貫

の
霊
仙
寺
に
幽
居
せ
し
め
て
謹
慎
を

表
せ
し
む
此
の
寺
に
あ
る
凡
そ
十
日

余
り
に
な
り
ぬ
れ
ど
何
と
も
沙
汰
の

な
き
に

一
同
は
頻
り
に
切
歯
樋
腕
し

て
懐
慨
悲
憤
に
堪
ざ
り
け
ん
折
し
も

皐
月
の
霧
雨
は
幾
日
も
晴
ず
降

つ
ゞ

く
淋
し
さ
に
壮
夫
は
転
た
無
事
に
苦

し
み
て
は
や
る
程
に
元
来
伊
庭
八
郎

は
徳
川
家
が
七
十
万
石
に
封
ぜ
ら
れ

し
を
不
満
と
し
て
代
名
頭
に
せ
ら
れ

ん
事
を
京
師
に
至
り
て
朝
廷
に
哀
訴

せ
ん
事
を
主
張
し
人
見
勝
太
郎
は
是

よ
り
箱
根
の
関
門
を
破
り
て
荏
戸

ヘ

ゝ

下
ら
ん
と
し
て
兎
角
に
議
論
合
は
ざ

り
し
が
人
見
は

一
夜
更
関
て
己
が
率

ゆ
る

一
番
手
の
兵
を
纏
め
て
幽
居
を

脱
し
舟
に
樟
し
て
三
島

へ
出
箱
根
の

関
を

一
卜
揉
に
踏
破
ら
ん
と
勇
み
立

て
ぞ
進
け
リ
ト
は
知
ず
し
て
伊
庭
が

率
ゆ
る
二
番
手
の
兵
は
其
の
翌
る
未

明
に

一
番
手
の

一
人
も
居
ぬ
に
早
く

も
其
の
情
を
推
せ
し
か
バ
今
更
遅
々

す
る
も
詮
な
し
と
て
狩
野
川
を
渉
り

沼
津
宿

へ
出
て
同
所
に
屯
せ
る
大
村

藩
の
不
意
を
撃
五
六
人
も
斬
倒
し
戦

の
血
祭
首
尾
よ
し
と
喜
び

つ
ゝ
取
て

返

へ
し
て
香
貫
よ
り
三
艘
の
小
舟
に

一
同
乗
り
移
り
三
島
を
指
し
て
漕
出

す

（畢
立見
此
の
時
の
需
雨
甚
は
だ
し

く
て
狩
野
川
の
水
嵩
非
常
に
増
し
往

来
も
川
も

一
面
に
漫
々
た
る
水
と
な

り
て
徒
歩
す
べ
か
ら
ぎ
る
が
故
に
舟

に
て
行
こ
と
な
り
と
知
る
べ
し
）
舟

は
早
く
も
三
島
宿

へ
着
し
か
バ
人
々

は
舟
を
乗
捨
て
先
き
を
争
ひ
上
陸
す

る

（後
略
）

以
上
引
用
し
た
記
事
は
、
『函
右
日
報
』

に
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
八
月
九

日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
九
回
に
わ
た

っ

て
連
載
さ
れ
た

「実
説
摘
要
　
峯
の
浮

雲
」
（
「実
説
摘
要
　
美
根
廼
憂
喜
雲
」

大村藩和田藤之助家来

田添弥十之墓

(沼津市・真楽寺)

奥田家 (肴屋)の墓域にある。
側面には

~慶
応四成辰年五月

十九日戦死干沼津駅祠堂金拾

円」と局多らオ■ている。
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と
も
表
記
）
と
題
す
る
物
語
風
の
箱
根

戦
争
記
の

一
部

（八
月
十

一
日
掲
載
）

で
あ
る
。

ま
た
、
箱
根
で
の
伊
庭
八
郎
の
奮
戦

シ
ー
ン
は
、
「伊
庭

ハ
左
の
前
腕
を
斬
れ

て
掌
も
ろ
と
も
に
手
先

ハ
大
地

へ
落
て

血

ハ
瀧

つ
瀬
さ
る
を
少
し
も
意
に
せ
ず

四
方
八
面
に
斬
廻
る
無
双
の
働
は
最
目

覚
し
か
り
し
程
に
折
し
モ
ヒ
ウ
と
響
き

来
る
銃
丸
に
右
の
大
股
打
抜
れ
て
は
流

石
に
猛
き
勇
士
も
何
か

ハ
溜
ら
ん
後
に

倒
れ
し
を
」
云
々
と
描
写
さ
れ
て
い
る

（八
月
十
九
日
掲
載
）
。

「昨
日
の
淵
は
今
日
の
瀬
と
変
る
浮

世
の
な
ら
ひ
と
雖
ど
明
治
成
辰
の
変
り

は
又
著
し
と
や
云
ん
」
と
い
う
文
句
で

ヽ

始
ま
る
こ
の
物
語
は
、
脱
走
し
遊
撃
隊

に
加
わ

っ
た
駿
府
勤
番
伊
藤
貞
信

（久

三
郎

・
恒
三
郎
）
を

「本
篇

の
張
本
」

と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
連
載
が
わ
ず

か
九
回
で
終
わ

っ
て
い
る
た
め
、
事
件

の
経
過
を
た
ど
る
だ
け
で
、
必
ず
し
も

伊
束
を
主
人
公
に
す
え
た
ス
ト
ー
リ
ー

に
は
な

っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「張

本
」
と
は
、
単
に
素
材
の
提
供
者
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、

伊
藤
恒
三
郎
が
箱
根
戦
争
に
参
加
し
た

実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
他
の
史
料

か
ら
明
ら
か
で
あ
る

（『
静
岡
県
史
　
資

料
編
１６
近
現
代

一
』
九
頁
）
。

筆
者
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

「州
の
戸
主
人
」

な
る
人
物
と
な

っ
て
い
る
。
彼
は
、
最

ヽ

初
成
辰
時
に
群
馬
県
に
帰
農
し
、
明
治

三
年
冬
に
静
岡
藩
に
復
籍
し
た
旧
幕
臣

で
あ
る
こ
と
が
自
ら
の
告
自
で
判
明
す

る
が

（九
月
七
日
掲
載
分
）
、
「編
述
者

曰
く
此
の
物
語
り
は
右
の
修
羅
場
を
斬

抜
伊
庭
を
擁
し
て
走
る
時
の
殿
戦
ま
で

せ
し
人
の
直
話
な
れ
ど
余
が
筆
の
鈍
く

し
て
十
分

一
を
だ
も
写
す
能
は
ぎ
る
は

遺
憾
の
極
と
云
ふ
べ
し
」
（八
月
十
九
日

掲
載
分
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
身
は
箱

根
戦
争
参
加
者
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

つ
ま
り
、
こ
の
連
載
記
事
は
、
何
人
か

の
戦
争
経
験
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も

と
に
、
記
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

維
新
か
ら
十
四
年
を
経
過
し
た
当
時
、

地
域
レ
ベ
ル
で
も
新
聞
の
読
み
物
と
し

飯
島
半
十
郎

（飯
島
士
郎
氏
所
蔵
）

遊
撃
隊
の

一
員
。
虚
心
と
号
し
、

浮
世
絵
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

弟
の
飯
島
正
十
郎
は
沼
津
兵
学
校

資
業
生
。

箱根戦争で奮戦する伊庭八郎

(『江戸の武士伊庭想太郎』)

人
見
　
寧

（『
府
県
長
官
銘
々
伝
』
明
治
１４
年
）

伊
庭
八
郎
と
と
も
に
遊
撃
隊
を
率
い
た
人

見
寧

（勝
太
郎
）
は
、
後
に
茨
城
県
令
を

つ
と
め
た
。

小
柳
津
要
人

（永
井
菊
枝
氏
寄
贈
）

脱
藩
し
て
遊
撃
隊
の
行
動
に
参

加
し
た
岡
崎
藩
十
。
箱
館
五
稜

郭
で
降
伏
後
、
沼
津
に
来
て
沼

津
兵
学
校
教
授
乙
骨
太
郎
乙
に

師
事
。
後
に
書
店
の
丸
善
経
営

者
と
な
る
。

-3-

多蹂十↑

て
成
辰
戦
争
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

短
い
文
章
で
あ
り
、
ま
た
事
実
経
過

の
紹
介
に
重
き
を
置
い
て
い
る
た
め
、

賊
軍
の
汚
名
返
上
を
意
図
し
た
り
、
旧

幕
府
側
の
正
義
を
強
調
す
る
な
ど
特
定

の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
は
な

っ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
「往
時
を
回
想
ば

す
べ
て
夢
の
如
く
幻
の
如
く
な
る
は
浮

世
の
中
の
憂
世
と
て
是
非
な
き
次
第
な

れ
去
る
が
中
に
も
今
よ
り
十
五
年
前
な

る
明
治
成
辰
の
変
こ
そ
実
に
著
し
と
や

云
は
ん
」
（九
月
七
日
分
掲
載
）
と
い
う

記
述
の
背
後
か
ら
は
、
維
新
の
敗
者
と

し
て
の
旧
幕
臣
の
感
慨
が
明
白
に
読
み

取
れ
る
。
　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）
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お

知

ら

せ

欄

◎
冬
の
企
画
展
の
終
了

平
成
１４
年
１２
月
１
日
か
ら
平
成
１５
年

２
月
２７
日
ま
で
開
催
し
て
い
た
企
画
展

「地
図
が
語
る
沼
津
の
歩
み
」
は
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
２６
日
に
開
催
し
た
歴
史

講
演
会

「地
図
か
ら
見
た
沼
津
の
変
遷
」

（講
師
　
加
藤
雅
功
氏
）
に
も
９３
名
の

受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

＞
歴
史
講
演
会
の
様
子

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録
３１
、

３２
の
刊
行

史
料
目
録
３１

『
獅
子
浜
植
松
家

・
口

野
小
池
家
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版

。
・０８
ペ

ー
ジ
、
頒
価
五
〇
〇
円
）
、
史
料
目
録
３２

『
足
保
区
有
文
書
目
録
』
（Ｂ
５
版

。
・８

ペ
ー
ジ
、
頒
価
五
〇
〇
円
）
を
刊
行
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
当
館
で
所
蔵

・
保

管
す
る
文
書
資
料
の
目
録
で
す
。
史
料

の
検
索
に
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
２７
の
刊
行

体
　
裁

一
Ｂ
５
版
、
七
二
ペ
ー
ジ

頒
　
価

¨
五
〇
〇
円

内
　
容

一
神
津
武
男

「新
出
浄
瑠
璃
本

『
和
泉
式
部
軒
端
梅
』
の
紹
介

と
翻
刻
―
そ
の
他
、
明
和
前
期

の
江
戸
人
形
浄
瑠
璃
新
出
資
料

の
紹
介
―
」、
大
庭
晃

「香
貫
用

水
の
移
り
変
わ
り
」
、
樋
口
雄
彦

「沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
履
歴

集
成
　
そ
の
二
」、
同

「沼
津
兵

学
校
附
属
小
学
校
教
授
永
井
直

方
の
日
記
　
そ
の
三
」
、
上
野
尚

美

「昭
和
戦
前
期
の
遊
覧
汽
船

「沼
津
丸
」
関
係
史
料
」

◎
平
成
１４
年
度
館
蔵
資
料
の
出
版
物

へ
の
写
真

。
資
料
提
供

（未
刊
を

含
む
）

『
写
真
集
　
沼
津
今
昔
・００
景
』
（羽
衣
出

版
）
、
『
再
現
日
本
史
』
第
８４
号

（講
談

ヽ

社
）
、
『
清
水
町
史
通
史
編
上
巻
』
、
『
静

岡
県
歴
史
年
表
』
（静
岡
新
聞
社
）
、
『
沼

津
市
史
史
料
編
近
世
３
』
、
『
沼
津
市
史

絵
図
集
』
（仮
題
）

◎
平
成
１４
年
度
館
蔵
資
料
の
展
示
等

貸
出

・
提
供
先

沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

「石
は
語
る
―

祈
り
と
想
い
―
」
展

（７
月
～
９
月
）
、

市
役
所
街
路
課

「川
廓
通
り
線
開
通
式
」

歴
史
パ
ネ
ル
展

（７
月
）
、
横
浜
市
歴
史

博
物
館

「く
ら
し
を
集
め
る
　
く
ら
し

を
探
る
　
屋
根
裏
の
博
物
館
」
展

（１０

月
～
１１
月
）、
市
立
市
川
歴
史
博
物
館

「幕

末
の
市
川
―
記
録
す
る
人
々
―
」
展

（３

月
～
５
月
）

◎
平
成
１４
年
度
の
受
贈
資
料

（受
贈
順
）

最
新
大
日
本
鉄
道
地
図
等

（森
裕
子
様
）、

有
産
社
文
書

（大
川
規
子
様
）
、
東
海
道

線
の
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
等

（羽
田
勲
様
）
、

小

・
中
学
校
教
科
書

（金
刺
正
明
様
）
、

岳
陽
少
年
団
歌

（杉
山
泰
司
様
）
、
電
波

探
信
儀
受
信
機
用
真
空
管
等

（横
浜
旧

軍
無
線
通
信
資
料
館
様
）
、
軍
事
郵
便
関

係
書
籍
等

（上
杉
有
様
）
、
金
岡
村
略
図

（後
藤
寿
直
様
）
、
オ
ル
ガ
ン

（飯
田
さ

と
子
様
）
、
岳
陽
少
年
団
の
木
太
刀
等

（水

野
秀
和
様
、
昭
和
２６
年
ご
ろ
の
写
真

（秋

元
時
男
様
）、
能
楽
本

（高
橋
伊
佐
夫
様
）、

ヽ

連
合
軍
指
令
文
書
等

（大
平
小
学
校
様
）、

大
日
本
国
防
婦
人
会
発
会
式
記
念
皿

（武

井
吉
雄
様
）
、
路
面
電
車
停
留
所
標
識
・

方
向
板

（飯
島
正
資
様
）、
書
籍
等

（高

田
篤
三
様
）、
報
知
新
聞

（菊
地
広
和
様
）、

沼
津
市
全
図
等

（加
藤
雅
功
様
）、
渡
辺

水
哉
写
真

・
寺
内
正
毅
書
状

（渡
辺
義

昭
様
）

◎
平
成
１４
年
度
の
受
託
資
料
（受
託
順
）

久
連
村
絵
図

（西
浦
久
連
自
治
会
様
）
、

住
吉
町
大
野
家
文
書

（大
野
寛
良
様
）

◎
館
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

４
月
１
日
付
、
２
日
付
の
人
事
異
動

に
よ
り
、
館
長
樋
口
勲
が
退
職
、
後
任

に
名
倉
忠
興
が
、
学
芸
員
上
野
尚
美
が

歴
史
民
俗
資
料
館
に
異
動
、
後
任
に
木

口
亮
が
、
事
務
補
助
員
瀬
川
ア
ツ
子
が

退
職
、
後
任
に
石
田
ゆ
か
り
が
着
任
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
７３
号

獅
篠

沼
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史
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